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昨
年
11
月
27
日
、
第
２
回
田
村
市
中
学
生

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
が
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、
中
学
生
が

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
本
に
触
れ
る
機
会
を
通

し
て
、
読
書
の
楽
し
さ
を
知
り
自
ら
進
ん
で

読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
を
つ
く
る
と
と
も

に
望
ま
し
い
読
書
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
６
校
の
代
表
者
７
人
の
生
徒
が
バ
ト

ラ
ー
（
発
表
者
）
と
し
て
、
各
校
か
ら
８
人

ず
つ
の
生
徒
が
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス（
観
戦
者
）

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
バ
ト
ラ
ー
は
、
自
分
の
推
薦
す
る
本
の
魅

力
や
見
ど
こ
ろ
を
自
分
自
身
の
経
験
を
交
え

な
が
ら
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。ま
た
、オ
ー

デ
ィ
エ
ン
ス
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
を
よ
く

聴
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
ム
で
本
の

内
容
、
バ
ト
ラ
ー
の
考
え
や
思
い
な
ど
を
積

極
的
に
質
問
し
ま
し
た
。

　
投
票
の
結
果
、
チ
ャ
ン
プ
本
に
船
引
南
中

学
校
３
年
宗
像
咲さ
く
ら空
さ
ん
の
推
薦
本
「
も
し

も
徳
川
家
康
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
ら
」（
著

者
：
眞
邊
明
人
）
が
選
ば
れ
、
準
チ
ャ
ン
プ

本
に
都
路
中
学
校
３
年
吉よ
し
た田
脩し
ゅ
う
へ
い
平
さ
ん
の
推

薦
本
「
ち
ょ
っ
と
だ
け
・
こ
っ
そ
り
・
素
早

く
『
言
い
返
す
』
技
術
」（
著
者
：
ゆ
う
き 

ゆ
う
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
２
人
に
は
、
白

石
高
司
市
長
か
ら
記
念
の
ク
リ
ス
タ
ル
ト
ロ

フ
ィ
ー
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
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田村市中学生田村市中学生
ビブリオバトルビブリオバトル

電気柵は正しく管理しなければ機能しません‼日頃の管理が大切です！電気柵は正しく管理しなければ機能しません‼日頃の管理が大切です！

3．常に通電させる3．常に通電させる

2．正しく設置する2．正しく設置する

１．環境を整備する１．環境を整備する

作成：避難地域鳥獣対策支援員鳥獣被害対策のいろは　No.16鳥獣被害対策のいろは　No.16

獣害対策用電気柵の注意点と管理方法を紹介します。

１．環境を整備する１．環境を整備する

2．正しく設置する2．正しく設置する

　電気柵を設置しても、周囲がやぶになっていたり、廃棄作物な
どを放置していると、動物を寄せ付けてしまいます。
　まず、周りの環境を整えましょう。

　イノシシ対策の場合、電線の高さは地面から 20 ㎝おきにし、
必ず電線が支柱の外側になるように設置しましょう。

3．常に通電させる3．常に通電させる
　電線には 4000V 以上の電圧が流れている必要があるため、
こまめにチェックしましょう。
　また、通電していない時間があると、動物に侵入される可能
性があります。設置している間は 24 時間通電させ、収穫後など、
使わない時期には必ず電線を外しましょう。

問産業部　農林課　(81-2511

電気柵電気柵のの管理管理

電気柵は正しく管理しなければ機能しません‼日頃の管理が大切です！電気柵は正しく管理しなければ機能しません‼日頃の管理が大切です！

地域の安全安安心を守る
　　　　　　田村市消防団田村市消防団

No.46

消防団だより

　

田
村
市
消
防
団
船
引
地
区
隊

は
、
３
年
４
月
１
日
に
組
織
の
再

編
成
を
行
い
、
訓
練
分
団
、
庶
務

分
団
、
第
１
分
団
（
旧
船
引
分

団
）、
第
２
分
団
（
旧
文
珠
、
要

田
分
団
）、
第
３
分
団
（
旧
美
山
、

瀬
川
分
団
）、
第
４
分
団
（
旧
移

分
団
）、
第
５
分
団
（
旧
芦
沢
、

七
郷
分
団
）
の
計
７
分
団
４
２
３

人
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
車
両
は
、
ポ
ン
プ

車
９
台
と
積
載
車
24
台
を
所
有
し

て
い
ま
す
。

●
部
長
・
新
入
団
員
訓
練

　

昨
年
10
月
24
日
に
部
長
・
新
入

団
員
訓
練
を
田
村
消
防
署
で
実
施

し
ま
し
た
。
訓
練
に
参
加
し
た
団

員
は
、
消
防
ホ
ー
ス
や
管か
ん
そ
う鎗
の
取

り
扱
い
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
消

防
団
員
と
し
て
の
基
礎
と
な
る
技

能
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
村
消
防
署
と
田
村
警

察
署
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
消

防
団
と
し
て
の
心
得
や
消
防
車
両

の
緊
急
走
行
に
つ
い
て
の
心
構
え

を
学
び
ま
し
た
。

●
現
場
指
揮
（
図
上
）
訓
練

　

昨
年
11
月
28
日
に
田
村
消
防
署

で
火
災
現
場
を
想
定
し
た
図
上
で

の
現
場
指
揮
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
訓
練
は
地
区
隊
幹
部
が

火
災
現
場
で
活
動
す
る
消
防
団
員

と
無
線
機
等
で
情
報
共
有
を
図

り
、
刻
々
と
変
わ
る
火
災
現
場
の

状
況
把
握
や
団
員
へ
の
指
示
を
行

う
た
め
の
訓
練
で
す
。
こ
の
訓
練

を
行
う
こ
と
で
火
災
現
場
で
の
迅

速
か
つ
効
率
的
な
消
火
活
動
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

当
日
の
訓
練
で
は
各
分
団
に
分

か
れ
て
、
林
野
火
災
を
想
定
し
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

   

市
民
部 

生
活
環
境
課

　

(
81
‐
２
２
７
２

1_ 部長・新入団員
訓練の様子
2_ 現場指揮（図上）
訓練の様子

船引地区隊
組織図

船引船引地区隊地区隊
組織図組織図

地区隊
SAVE MY TOWN

船船引引

第3分団

1部（旧美山分団）
2部（旧瀬川分団）

第4分団（旧移分団）

1部（旧1・4・5部）
2部（旧2・3部）

第5分団

1部（旧七郷分団）
2部（旧芦沢分団）

第2分団

1部（旧文珠分団）
2部（旧要田分団）

第1分団（旧船引分団）

1部（旧1・2部）
2部（旧3・4・5部）

田村市消防団

船引地区隊

庶務分団 ラッパ隊訓練分団
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福
島
広
域
雇
用
促
進

               

支
援
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
集
合
！ 

福
島
県
の
企
業
30
社
程
度
が
集
結
！

仕
事
探
し
の
情
報
収
集
や
き
っ
か
け
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

Z
O
O
M
初
心
者
も
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
、
簡
単

に
参
加
可
能
！ 

視
聴
だ
け
の
参
加
も
O
K
！

企
業
説
明
、
就
職
相
談
、
お
仕
事
探
し
、
移
住
な
ど
の
各
支
援
ル

ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　
1
月
21
日(

金)

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

　
　
　
　
途
中
参
加
O
K
！

●
内
容　
企
業
説
明
会(

30
社
程
度)

・
就
職
相
談
・
お
仕
事
探

　
　
　
　
し
の
支
援
・
移
住
支
援
の
ル
ー
ム
な
ど

●
参
加
方
法　
オ
ン
ラ
イ
ン
（
Z
O
O
M
使
用
）

　
　
　
　
　
　
参
加
申
し
込
み
は
、
1
月
12
日(

水)

ま
で

※
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
・
申 

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議
会  

　
　
　

 

田
村
窓
口（
産
業
部 

商
工
課
内
）

　
　
　

 

(
61
‐
5
5
8
5 

FAX 

61
‐
5
5
8
6 

　
　
　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
…
働
き
た
い
ネ
ッ
ト
で
検
索

【
求
職
者
向
け
】

働
き
た
い
ネ
ッ
ト
の
企
業
説
明
会
＠
オ
ン
ラ
イ
ン


